
目的 ● 情報化推進 ● 情報基盤の活用 ● 情報基盤の充実 ● 自治体のバーチャル化への対応

内容

○
・

情報化推進用機器購入
平成23年度は44台を購入。
OSがWinndous2000,MeのPC。PC更
新指針を定める。耐用年数5年超
で不具合のあるものを優先し、
各課からPC情況の報告を元に更
新する。
予算計上額　6,401千円

情報推進協議会の設置及びＩＣ
Ｔ利活用の調査研究を行う。

弓削港務所・立石港へ無線ＬＡ
Ｎスポットを設置する。

○
　

・

商船高専や情報推進協議会等の
意見をいただきながらで優先順
位を決め順次実現する。
①主要箇所への無線ＬＡＮス
ポット設置
②航路欠航通知システム
③テレビ電話支援
④心機能異常検知対応型自動通
知システムの応用
⑤町の実態に適合した電子申請
システム
⑥ビューカメラの設置
・1～3年内で4～5箇所に設置計
画（検討中）
情報通信基盤設備を利用したＩ
ＣＴ利活用の研究及び整備。

○
・

次期情報基盤整備
情報基盤の無線化
・光ファイバーの耐用年数は１
０年といわれています。１０年
後は、無線化した方が、コスト
を安くできる。

○
　
・

目的 ● ＣＡＴＶ取材体制の充実 ● 情報セキュリティの確保 ● ＣＡＴＶの充実

内容

○
・

取材体制の充実・強化
H22年度で購入したカメラを局及
び各地区へ配置する。また取材
撮影技術講習会の開催し取材体
制の充実を図る。

○
　
・

セキュリティ外部監査の導入
セキュリティの外部監査の導入
により、町民の個人情報を安全
管理し、情報面で安心安全な町
を構築する。

○
・

映像の3Ｄ化等放送技術の充実
カメラ、映像処理器機類の更な
る更新により、住民の映像ニー
ズに応える。

目的 ● ＣＡＴＶコンテンツの充実 ● ● 情報産業の育成

内容

○
・

自主作品の制作の充実
平成23年度は懐かしの映像、各
地区の文化財の紹介作品を制作
予定。弓削、生名、岩城、魚島
の文化財を紹介することによ
り、各地区の歴史文化の相互理
解を深め、町内の住民の交流の
一助としたい。

○
　
・

各地区の状況を把握する中で加
入率向上を図る。
①愛媛県側の放送の画像の安定
化。
②放送コンテンツの充実。
③住民の皆さんの関心を呼び込
む番組制作。
(1)各地区のビューポイント映像
や、文化財紹介作品を制作。

○
　
・

企業誘致とベンチャー企業の育
成
情報基盤のさらなる整備を図り
ＩＴ関連企業やバイオ企業等を
誘致するとともに、ベンチャー
企業を育成する。

生活の場である居住地域の充実
快適なコミュニティの創造。
電子自治体が極度に発達し、行
政サービスは、情報伝達により
外部委託で完結される。現在の
１次産業、2次産業等も機械化が
進み、労働状況は激変する。そ
れに対してリアリティである生
活の場は非常に重要となる。い
かに快適な居住空間を創設する
かが、自治体の重要な課題とな
る。
○快適な居住空間の創造
・コンピューター管理による快
適な住環境の整備及び良質な自
然環境の確保や自然体験ゾーン
の運営。美しい海中を生かした
海中（底）住宅の建設。
・趣味・学習・スポーツ等人生
充実の為の高度デジタルサポー
トの実現。デジタルサポートセ
ンターの設立により、仮想体験
も含め、住民のあらゆる趣味・
学習・スポーツ等のニーズに対
応する。
・公共交通機関としては主要地
との交通は、コンピューター制
御によるリニヤモーターカー路
線網を整備する。
・医療の情報化やロボット化に
より、遠隔地でも高度な医療
（手術含む）を受けることを可
能にする。

広
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各課の政策目標　　　（広報情報課）

区　分
超　長　期（100年）

（夢の施策）

長　期（10年）

（目標施策）

短　期（1年） 中　期（5年）

（準備施策）（現実的施策）



目的 ● ＣＡＴＶ画像の安定化

内容

○

・

冗長化工事の継続による安定画
像の確保。
愛媛県側の画像安定化。
テレビせとうちのデジタル放送
の継続。

目的 ● 庁内ＬＡＮの充実 ● データバックアップ体制の確立

内容

○
・

庁内ＬＡＮのあり方を検討
情報管理を含めて庁内ＬＡＮの
あり方について検討する。
住民データバックアップの確
立。

住民のデータバックアップや財
務会計など各課における情報の
データバックアップの確立のた
め、各課と連携を取りながら推
進する。

目的 ● 情報セキュリティの確保

内容

○
　
・

情報セキュリティの確保につい
て検討。
ＰＣ情報だけでなく文書管理も
含め近い将来求められる外部監
査に対応するため、情報セキュ
リティー確保についてシステム
を構築（内部監査）し、職員の
セキュリティ意識の醸成を図
る。

目的 ● 情報基盤の活用

内容

○
・

防犯・防災カメラの設置
海光園等の公共施設へ防犯カメ
ラを設置する。
ガイドライン・管理運用基準を
制定
産業建設課ほか担当課と、情報
管理や機器管理など運営方針に
ついて協議する。

広
報
情
報
課


